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4月 29日 (祝)、浜日の春を彩る、「浜つ子春まつり」が各商店

街を舞台に開催され、大勢の人でにぎわいました。みなと保育園児

によるかわいいこどもやっこ隊も元気よく参加し、まつりを盛り上げ

ました。
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浜
田
市
市
民
憲
章

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
三
日
制
定

わ
た
く
し
た
ち
は
　
日
本
海
の
美
し
い
自
然
と

温
か
い
人
情
を
誇
る
浜
日
市
民
で
す

明
る
い
豊
か
な
浜
日
を
つ
く
る
た
め
に
　
こ
の

憲
章
を
定
め
力
を
あ
わ
せ
て
進
み
ま
す

一　

き
ま
り
を
守
り
　
よ
い
習
慣
を
育
て

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
＜
り
ま
す

一　
働
＜
喜
び
を
も
ち
　
産
業
を
お
こ
し

豊
か
な
ま
ち
を
つ
＜
り
ま
す

一　

か
ら
だ
を
鍛
え
　
健
康
で

平
和
な
家
庭
を
つ
＜
り
ま
す

一　

教
養
を
高
め
　
若
い
力
を
伸
ば
し

清
潔
で
活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
＜
り
ま
す

一　
老
人
を
う
や
ま
い
　
つこ
ど
も
を
大
切
区
し

明
る
い
社
会
を
つ
＜
り
ま
す



水

道

水
道
に
つ
い
て
、
広
＜
国
民

の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
た

め
、
今
年
も
第
４７
□

「水
道
週

間
」
が
６
月
１
国
か
ら
７
日
ま

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

水
道
事
業
は
、
独
立
採
算
制
で
、

そ
の
事
業
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
収
入

で
支
出
を
ま
か
な

っ
て
い
ま
す
。

従

っ
て
、
将
来
展
望
に
た
っ
た
施

設
の
整
備
、
国
常
の
維
持
管
理
な
ど

を
行

っ
て
い
＜
た
め
ほ
ほ
多
額
の
経

費
が
必
要
で
、
こ
の
経
費
ほ
税
金
で

は
な
＜
普
さ
ん
に
支
払

っ
て
も
ら
う

水
道
料
金
と
長
期
の
借
入
金
で
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
借
入
金
の

返
済
は
、
水
道
料
金
の
中
か
ら
少
し

ず
つ
返
済
し
、
経
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
水
道
事
業
は
、
き
さ

ん
の
深
い
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
な
が
ら
、
さ
ら
に
大
き
＜
成

長
し
、
快
適
で
文
化
的
な
生
活
を
営

ん
で
も
ら
つ
た
め
、
努
力
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
経
営
の
効
率
化
と
健
全

化
に
心
が
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
る
水
道
で
あ
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も

一
層
の
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

週

！
皆
さ
れ
へ
の
お
願
い
　

一！

○
家
庭
の
水
道
工
事
の
申
し
込
み

給
水
装
置
の
新
設
、
増
設
、
改
造
、

修
理
な
ど
は
、
市
の
指
定
工
事
事
業

者

（別
表
参
照
）
に
申
し
込
ん
で
＜

だ
さ
い
。
水
道
工
事
ほ
魅
要
な
手
続

き
を
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
　
市
の
配
水
管
か
ら
分
岐
し
て
引

き
込
み
さ
れ
て
い
る
給
水
管
は
、
量

水
暴

（メ
ー
タ
ー
器

・
市
が
管
理
）

説 明 図

(平画図)

蒐
財

公
　
　
　
Ｔ
給
水
管

↑
　
　
　
！

（み
な
さ
ん
の
所
有
）

第

一
止
水
栓
↓

量
水
器
（市
所
有
）
↓

（地
下
式
ま
た
は
地
上
式
）

(断面図)

r分 岐点

香間

６
月
１
日
例
～
７
日
例

「水
道
水

の
す
み
ま
で
　
未
来
ま
で
」

を
除
い
て
き
さ
ん
の
所
有
物
で
す
の

で

（別
図
参
照
）
、
修
理
、
維
持
管
理

ほ
皆
さ
ん
の
責
任
で
行

っ
て
＜
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
第

一
止
水
栓
ま
で
の

漏
水
や
破
損
は
、
市
が
維
持
管
理
上

修
理
し
ま
す
。

○
住
居
の
移
転

住
居
を
移
転
す
る
と
き
は
、
事
前

区
市
水
道
部
ま
で
連
絡
し
て
＜
だ
さ

い
。

○
水
道
の
故
障

家
庭
の
水
道
が
故
障
し
た
と
き
は
、

市
の
指
定
工
事
事
業
者
（別
表
参
照
）

ほ
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。
な
か
、

休
日
、
夜
間
の
場
合
は
、
浜
日
ガ
ス

水
道
工
事
の

（ａ
②
０
７
３
７
）
ヘ

申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

○

工
事

に
伴
う
断
水

水
道
本
管
の
破
裂
な
ど
の
突
発
事

故
で
の
断
水
は
、
断
水
の
広
報
が
行

き
届
か
な
い
こ
と
や
、
濁
り
水
、
工

事
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
検
針

へ
の
ご
協
力

量
水
器

（メ
ー
タ
ー
器
）
付
近
底

物
を
置
か
な
い
で
＜
だ
さ
い
。
ま
た
、

犬
ほ
出
入
□
や
量
水
器
か
ら
離
れ
た

場
所
ほ
つ
な
い
で
お
い
て
＜
だ
さ
い
。

①
漏
水
発
見

の
ご
協
力

漏
水
し
た
水
の
料
金
は
使
用
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
１
か
月
に

２
～
３
回
は
調
べ
て
＜
だ
さ
い
。
蛇

□
を
全
部
し
め
て
、
量
水
養
文
字
盤

ほ
つ
い
て
い
る
銀
色
の
パ
イ
ロ
ツ
ト

が
少
し
で
も
□
っ
て
い
れ
ば
漏
水
し

て
い
ま
す
。
す
ぐ
任
市
の
指
定
工
事

事
業
者

（別
表
参
照
）
ほ
連
絡
し
修

理
し
て
＜
だ
さ
い
。

○
貯
水
槽
水
道

の
維
持
管
理

水
道
法
の
改
正
に
よ
り
、
貯
水
槽

水
道
の
設
置
者
は
、
清
掃
、
点
検
、

検
査
な
ど
の
維
持
管
理
を
行
う
魅
要

が
あ
り
ま
す
。
貯
水
槽
の
清
掃
な
ど

は
、
１
年
に
１
回
ほ
行

っ
て
＜
だ
さ

い
。

★
　
水
質
検
査
計
画
、
水
質
検
査
結

果
に
つ
い
て
は
、
浜
日
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ほ
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

美
川
浄
水
場

（ａ
④
０
６
９
０
）

″施
設
の
見
事
が
で
き
ま
す
！
″

美
川
浄
水
場
で
は
、
グ
ル
ー
プ

で
の
見
学
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

場
内
の
庭
園
圧
設
け
ら
れ
た
池
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
し

て
い
た
だ
い
た
錦
鯉
が
泳
い
で
お

り
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

＜
れ
ま
す
。

申
し
込
み
先

美
川
浄
水
場
（窓
②
０
６
９
０
）

広報はまだ :平成17年 6月 1国 暑



平成17年 5月 1日現在 (50音順)

業者名 住所 電話 業者名 住所 電話 業者名 住所 電話

0 相 生 設 備

◎ ア イ ン ー エ ス

の ア サ ・テ ク ノ

0 旭 設 備

0 安 藤 設 備

今市水道の大日営業所

( 合資) 石見水泉社

イ ワ ミ 水 道 0

m内村電機工務店益田営業所

M K  水  道

大 原 技 研 0

角 田 工 業 の

勝 日 土 地 開 発 ③

江 津 水 道 工 事 0

の合同ガスセンター

五 大  設  備  0

長沢町

益田市

広島市

旭 町

高佐町

大田市

浅井町

江津市

益田市

三隅町

生湯町

益日市

佐野町

江津市

下府町

江津市

② 2 7 4 7

0856C)1288

0 8 2 - 2 2 9 - 5 3 1 1

④ 00 2 2

② 65 8 7

0 8 8 5① 71 6 3

② 07 8 3

0855②0788

0856②1677

② l 1 7 2

② 7 7 1 0

0856④2780

② 0389

0855② 2016

①0170

0855②2890

坂 本 設 備

0 さ さ き 設 備

山陰クボタ71r道用材帥浜日営業所

山陰水道工業佛浜日営業所

山陰冷暖い益日営業所

山陽空調工業佛島根支店

シンセイ技研帥浜日営業所

る 州 金 城 設 備

石 州 水 道 工 事 ⑩

O 第
一 設 備

い 大 広 設 備

◎ダイヤ環境衛生

ダ ン環境設備の

中 国 設 備 の

の中電工浜日営業所

の 電設 サ ービス

国分町

江津市

下府町

長沢町

益田市

大田市

長沢町

金城町

江津市

国分町

長沢町

黒川町

長沢町

原井町

殿 町

黒川町

④ 1251

0855①2080

②4170

② 1299

0856②6488

0854②3311

② 8566

② 1 7 5 6

0 8 5 5 ②2 1 7 6

① 2567

② 1704

④ l169

② 6548

④ 0140

② 2740

② 2954

東 洋 設 備 ③

の 中 島 水 道

0 日 伸 水 道

浜田ガス水道工事の

浜 日 マ ル I l の

豊生建設の浜日営業所

マ ル ヰ 設 備 の

マル車設備の江津支店

の 三 浦 工 務 店

い三隅ガスセンター

ヤ マ 牙 力 設 備

温 泉 津 管 工 事

③ 横 田 水 道

浅井町

港 町

金城町

港 町

熱日町

折居町

熱日町

江津市

天満町

三隅町

広島市

三隅町

温泉津町

江津市

① 1 6 8 5

② 1 3 1 5

② 1 7 5 2

② 0 7 3 7

④ 1 2 5 0

② 3 5 8 2

④0416

0855②3319

②2135

② 1 0 3 4

0 8 2 - 2 7 1 1 5 5 5

② 1 7 1 7

0855①3985

0855①3276

おいしい水の水富条件と源回の水道水の性顕

水こ含まれている物質の曇 昧 覚の基準

カルシウム、マグネンウムなどの曇 味 覚の基準

過マンガン酸カリウム消費量 味 覚の基準

味覚の基準

色合いの基準

水素イオン濃度 (アルカリ、酸性度)

,

子

十分葡鳴SIし,9跡み|ユ回操つ返し
(1固目)(2回目)(3回目)

|十分leR―| 卜1分問J 卜1分間→|
20秒    20秒

浜 日ダム

十分間鳴う―じ?9秒体″14回根り遅じ
(1回日)(2回目)(3回圏)(4回目)

トキ分闘1 卜1分闘」 | 分ヽ闘対 卜扮闘引
20科    20紗    20秒

ム

ム

ム碑郭賊

同
大

長

零
費
、
革
増
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
　
　
ボ

蒸発残留物

硬度

有機物など

塩素イオン

鉄

PH値

XX            X

第28回
浜田市・金城町・旭町・弥栄村・三隅町

合併協議会

日時 6月 14国側 午 後 1時30分開会

場所 旭 センター (旭町)

※ ど なたでも傍聴できますので、気軽|こ参all

して<だ さしヽ。(ただし、4着聴できない場合も

あります。)

問い合わせ先 市 町村合併推進室(a内線336)

メ
ー
タ
ー
の
取
り
督
え
を

行
い
ま
す

水
道
部
で
は
、
６
月
か
ら
１１
月
ほ

か
け
て
有
効
期
限

（８
年
）
が
滴
百

に
な
る
約
３
、
３
０
０
か
所
の
水
道

メ
ー
タ
ー

（量
水
器
）
の
取
り
替
え

を
市
内

一
円
で
行
い
ま
す
。

取
り
替
え
作
業
は
、
水
道
部
が
委

託
し
た
市
内
指
定
業
者
が
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
＜
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
水
道
部
業
務
係

（
ａ
内
線
２
６
４

・
２
６
５
）

平成16年6月  検 査

水質項目 水質基準 めいしい水の基準 浜日の水道水

蒸 発 残 留 物 500mg/協以下 50～200mg/1け以下 66～114mg/1材

硬 度 300mg/【ル以下 50mg/1ルめ(下 233～46 8mg/1‖

有 機 物 な ど 5mg/協以下 lmg/【ルめ火
~F
02～ 0 5mg/1材

塩 素 イ オ ン 200mg/協以下 50mg/【ルめ火¬F 85～ 23 4mg/1】

鉄 0 3mg/協以下 0 02mg/‖ル以下 002～0 04mg/村

P   日    イ直 5 8‐/8 6 6 0-7 5 6 6′ヽフ7 6

昧 ・臭   気 異常でないこと 異常でないこと 異常なし

水 水質基準なし 20℃以下 180～ 230℃

広報はまだ :平成17年6月 1日暑



情
報
公
開
制
度

市
が
保
有
す
る
情
報

（公
文
書
）

に
つ
い
て
可
こ
ん
な
も
の
が
見
た
い
、

知
り
た
い
」
と
思
う
と
き
に
、
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
市

が
保
有
す
る
情
報
は
、
原
則
公
開
す

る
こ
と
と
個
人
情
報
ほ
最
大
限
保
護

す
る
こ
と
を
基
本
ほ
公
正
で
開
か
れ

た
市
政
と
市
民
参
加
区
よ
る
ま
ち
づ

＜
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
平
成
セ
年
１０
月
１
日
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

個
人
情
報
を
適
正
区
取
り
扱
う
た

め
区
魅
要
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と

と
市
が
保
有
す
る
自
己
に
関
す
る
個

人
情
報

の
開
示
を
請
求
し
た
り
、

誤

っ
て
い
る
場
合
に
訂
正
を
請
求
し

た
り
、
条
例
区
違
反
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
場
合
ほ
利
用
停
止
を
請
求
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
こ
と

と
公
正
で
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
１６
年

４
月
１
国
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
１６
年
度
は
、
情
報
公
開
条
例
ほ

基
づ
＜
公
文
書
開
示
請
求
は
、
４
件
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
左
表
の
と

お
り
で
す
。
個
人
情
報
保
護
条
例
底
基

づ
＜
請
求
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
行
政
管
理

係

（ａ
内
線
３
２
０
）

平‐成崎年度情報公‐門の実‐距状況
( 1 )開 示請求

(21 不 開示理由

(3)不 服申立て な し

実施機関
渇示請球

牛  努

決定区分

全部開庁 吾B分開示 不開示

議 会 1 1

市

　

　

長

総合調整室

総務部 2 2

企画財政部

経済部

建設部 1 1

福祉環境部

〉肖Eら音B

会計課

教育委員会

選挙管理委員会

監査委員

公平委員会

農業委員会

固定資産評価審査委員会

水道部

雀】    言十 4 2 2

不開示該当条項 件数

一男
　
７
　
条

第1暑 法 令秘情報

第2暑 個 人情報

第3暑 法 人等事業情報 2

第4暑 あD罪予防、捜査等情報

第5暑 審 議 ・検討 ・協議情報

第6暑 事 務事業情報

不存在

条9~110条 存 否応答拒否

畢轟礎鶴醸

鮮濃ゾ幾躍の 剣 寵鞭 鶴縄鱗
館鶴鶴ズÅ購畿翁縄寵館麓ずる轟例憩
鶴ぼぜ戦髄

処理状況

自己の個人情報|こ係る開示の請求  0件

1国人情報の訂正または削除の請求  0件

苦情の申出または相談       0件

個人情報を記録する業務名

平成17年3月 31日現在

人事、給与、財務会計、介護保険

問い合わせ先

広域行政組合介護保険課庶務係

(a④ 1520)

平
成
１７
年
度

消
費
者
リ
ー
ダ
ー
育
成

消
費
者
を
取
り
巻
＜
環
境
ほ
、
複

雑
多
様
化
し
、
商
品
の
購
入
や
サ
ー

ビ
ス
に
対
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
る
こ
と
が
多
＜
な

つ
て
き
て
い

ま
す
。
詐
欺
的
な
悪
質
商
法
も
横
行

し
そ
の
手
□
も
巧
妙
化
し
て
い
ま

す
。消

費
者
校
害
の
未
然
防
止
の
た
め

ほ
身
近
な
地
域
で
相
談
ほ
応
じ
る
こ

と
が

で
き
る
専
門
知
識
を
有
す
る

「消
費
者
リ
ー
ダ
ー
」
を
育
成
す
る

た
め
、
年
６
回
の
講
座
を
開
設
し
ま

す
。講

師
陣
が
わ
か
り
や
す
＜
講
義
し

ま
す
。

ヽ

日
時
　
６
月
４
日

・
１８
日

７
月
９
日

・
２３
日

８
月
６
日

９
月
１０
日

い
ず
れ
も
土
躍
日
　
計
６
回

午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

場
所
　
６
月
　
県
立
大
学
交
流
セ
ン

タ
ー
研
修
室

了

・

８

・

９

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室

定
員
　
３０
人

料
金
　
無
料

申
し
込
み

。
問
い
合
わ
せ
先

県
環
境
生
活
総
務
課
消
費
生
活
室

（ａ
０
８
５
２
②
５
１
０
３
）

環
境
課
環
境
保
全
係

（公
内
線
２
５
６
）

広報はまだ :平成 17年 6月 1国 暑



幹 韓

大峠正人さん

(68歳・治和町)

①消防功労

藤日不□正さん

(73歳・長沢町)

○気象業務功労

半田輝さん

(76歳・殿町)

①更生保護功労

ご

ざ
い =

サ
す
―華

1声‐

毒ま‐

11

済

め

で

好

う

ネ
の
叙
教

ネ

秋

薇

勉

　

　

　

　

　

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

輯筆

様

ゑ
ぬ
苦
務
た
字
考
薇
２

瑞
宝
単
光
章

！人
雁
擁
護
琶
員
制
度
を
！

！ご
存
細
で
す
が
？

　

！！

人
権
擁
護
委
員
の
主
な
仕
事
は
、

私
た
ち
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う

に
監
視
し
、
も
し
人
権
を
侵
さ
れ
た

人
が
い
た
場
合
に
は
相
談
相
手
と
し

て
救
済
に
あ
た
り
、
正
し
い
人
権
の

者
え
方
を
広
め
る
こ
と
で
す
。

人
権

相

談

日
時
　
毎
週
水
躍
日

（を
だ
し
、
１１

月
郷
日
、
１２
月
２８
日
ほ
休
止
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

場
所
　
市
役
所
２
０
１
会
議
窒

料
金
　
無
料

※
　
秘
密
ほ
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
区

相
談
し
て
＜
だ
さ
い
。

《
人
権
擁
護
委
員
》

○
和
国
　
口日
明
さ
ん

（松
原
町
）

○
西
井
久
美
子
さ
ん

（高
日
町
）

○
城
　
　
悦
子
さ
ん

（黒
川
町
）

○
井
川
　
善
吉
さ
ん

（杉
戸
町
）

○
宮
下
　
義
重
さ
ん

（熱
日
町
）

○
長
見
　
邦
尚
さ
ん

（西
村
町
）

○
平
野
　
光
徳
さ
ん

（内
村
町
）

○
今
日
　
英
雄
さ
ん

（下
府
町
）

○
佐
々
本
武
兵
衛
さ
ん
（下
有
福
町
）

行

政

相

談

行
政
相
談
も
同
会
場
で
同
時
に
行

い
ま
す
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕

事
な
ど
に
つ
い
て
、
者
情
が
あ
る
、

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

。
ど
こ
に

相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
と

い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
区
相

談
し
て
＜
だ
さ
い
。

《
行
政
相
談
委
員
》

○
新
井
　
和
子
さ
ん

（真
光
町
）

○
野
坂
　
哲
治
さ
ん

（長
浜
町
）

市
民

一
斉
清
掃
で

ま
ち
を
き
れ
い
に
Ｈ

毎
年
６
月
ほ
環
境
月
間
で
す
。
こ

れ
ま
で
地
域
で
市
民

一
斉
清
掃
を
実

施
さ
れ
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま

す
。き

れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
＜
り

を
目
指
し
、
今
年
も
曽
さ
ん
が
住
ん

で
い
る
地
域
で
の
市
民

一
斉
清
掃
ヘ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
会
で
の
清
掃
に
合
わ
せ
、
ア

パ
ー
ト
、
社
宅
ほ
住
ん
で
い
る
人
も

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
事

業
所
や
ア
パ
ー
ト
の
管
理
者
は
従
業

員
や
居
住
者
ほ
積
極
的
な
参
加
の
呼

び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
課
環
境
保
全
係

（ａ
内
線
２
５
６
）

瑞
宝
単
光
章

才下信市さん

(73歳・熱日町)

○消防功労

窒崎富悪さん

(70歳・栄町)

①社会福祉功労

道
路

・
河
川
愛
護

団
体
の
活
動

県
土
木
協
会
で
は
、
県
内
の
道
路

お
よ
び
河
川
憂
護
団
体
の
育
成
、
な

ら
び
区
活
動
の
活
性
化
に
役
立
つ
事

業
に
対
し
て
、
審
査
の
う
え
支
援
助

成
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
動
成
事
業
は
、
地
域
の
普
さ

ん
に
道
路

・
河
川
に
対
す
る
愛
護
意

識
の
向
上
と
普
及
に
よ
り
、
地
域
の

環
境
が
よ
り
良
＜
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

な
か
、
申
請
件
数
に
よ

っ
て
ほ
助

成
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

助
成
額
　
１
団
体
５
万
円
ま
で

（た

だ
し
、
食
料
費
ほ
助
成
対
象
と
し

ま
せ
ん
。
）

対
象
事
業

①
団
体
の
記
念
事
業
、
環
境
整
備
事

業
②
そ
の
ほ
か
の
事
業

申
込
締
切
日
　
６
月
‐５
日
四

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
企
画
課
国
県
事
業
係

（な
内
線
４
１
３
）撃ツ
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毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
６
月
１

日
か
ら
水
道
週
間
が
始
ま
り
ま

す
。浜

田
市
の
水
道
の
始
ま
り
は
、

海
に
近
い
こ
と
に
よ
り
井
戸
水
が

良
＜
な
い
事
晴
に
加
え
、
水
産
業

関
係
Ｅ
真
水
の
供
給
が
必
要
と

な
っ
た
こ
と
で
、
良
質
の
飲
料
水
の

確
保
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
ほ
な
り

水
道
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
制
が
施
行
さ
れ
る
前
の
昭
和
９

年
６
月
区
、
当
時
の
濱
日
町
に
最

初
の
上
水
道
施
設
が
完
成
し
、
給

水
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭

和
４３
年
に
美
川
地
区
に
水
源
地
を

建
設
し
、
良
質
な
周
布
川
の
水
を

利
用
し
て
段
階
的
に
市
内
全
域
に

供
給
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
供

給
能
力
は
、
給
水
人
□
四
万
七
千

六
百
人
、　
一
国
最
大
給
水
量
二
万

七
千
八
百
３ｍ
で
す
が
ヽ
平
成
梵
年

度
を
目
標
区
給
水
人
□
五
万
人
、

一
日
最
大
給
水
曇
三
万
四
千
３ｍ
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

２‐
世
紀
を
目
前
に
し
た
平
成
８

年
に
市
長
に
就
任
し
た
時
、
未
だ

二
千
戸
余
の
家
庭
に
水
道
が
引
か

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
解

消
を
早
期
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い

と
の
切
実
な
声
に
応
え
て
、
平
成

１０
年
度
か
ら
水
道
未
普
及
地
域
解

消
事
業
に
着
手
。
平
成
１５
年
４
月

か
ら
後
野
・佐
野
・宇
津
丼
町
へ
給

水
が
開
始
さ
れ
、
三
階

。
長
見
町

へ
ほ
来
年
４
月
か
ら
、
美
川
地
区

の
日
橋
・
横
山
・
鍋
石
・
傑
日
原
町

は
平
成
四
年
４
月
の
給
水
開
始
Ｅ

向
け
て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
ほ
皆
さ
ん
の
水
道
料

金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
未

普
及
地
域
解
消
事
業
区
巨
額
の
投

沓
一を
し
た
こ
と
も
あ
り
、
厳
し
い

経
営
を
余
儀
な
＜
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
不
況
な
ど
で
企
業
が

撤
退
し
た
り
、
有
難
い
こ
と
で
す

が
近
年
の
節
水
意
識
が
働
い
て
、

予
定
し
て
い
を
使
用
水
量
区
届
か

な
い
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
県

下
８
市
の
中
で
は
最
低
レ
ベ
ル
の

水
道
料
金
に
設
定
し
て
、
市
民
の

合
所
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
浜

日
市
の
水
は
、
市
外
か
ら
来
ら
れ

た
人
か
ら
と
て
も
美
味
し
い
水
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
特
に
、
水
を

使
う
製
造
関
係
者
か
ら
の
評
判
ほ

上
々
で
す
。

１０
月
１
国
か
ら
浜
田
市
は
那
賞

郡
４
町
村
と
合
併
し
ま
す
が
、
現

市
内
で
の
水
道
未
普
及
地
区
の
解

消
が
着
手
さ
れ
て
良
か
っ
た
と
、
つ

＜
づ
＜
思
い
ま
す
。

平成15年6月 8日 佐野・宇津丼地区上水道竣工記念式典にて

お充素ですかo

浜日市長 宇津徹男

‐

佳奏いOF騨韓雌磐軽軽軽叫春讐生倉子_.シリ盛
～‐既●本】

1995年|こ発生した阪神・淡路大震災では多<の 人が犠牲となり、その亡<な られた人の大半は建物などの任」壊|こ

よる圧迫死、窒息死|こよるものとされています。また、その後も国内各地で地震が発生し、今後の地震発生予演」も

されている中で、既存住宅の安全確認・補強などの早急な対応が指摘されています。このことは人命・財産を守る

ことはもちろんのこと、受害|こ強いまちづ<り のため|こも大変重要なことです。

まずお持ちの建物の耐震診断を実施し、住まいの安全性を確認されてみてはいかがでしょうか。

専門家による診断の問い合わせ先一覧

事 業‐所 名 所在地
電話番暑

FAX番暑

相 生 設 計 0 相生町
F兼
② 81 3 1

石 央 綜 合 設 計 下府町
楚う1 5 7 5

④ 1 5 9 8

日中建築設計事務所 国分町
④ 3280

④2117

0日 原建築設計事務所 日 町
① 3320

④ 3321

永岡建築設計事務所 竹迫町
F 兼
② 2 2 6 0

③ 文日 岡 設 計 浅井町
② 0727

②0 7 9 1

問い合わせ先

建築住宅課建築係 (a内線 353・ 354)

浜田土木建築事務所建築グループ (a④ 5668)

蘊

柵 薄診断
"つ
てなに ?

建築物が地震|こ対してどの程度耐えられるかを、現地調査

や構造計算|こよつて評価し診断することです。

ホ造住宅の耐震診断はどうしたらいいの?

専門的な矢刷 がな<て もできる簡易診断表 (国土交通省住

宅周建築指導課監修 「誰|こでもできるわが家の耐震診断J)を

建築住宅課で取扱つております。また、(財)日本建築防災協

会ホームページでも簡易診断ができますのでアクセスして

みて<だ さい。(財)日本建築防災協会ホームベージ

http://www KenchiKu―bosai or jp/

ぜひ、あ持ちの住宅の診断をイ子ってみて<だ さい。ただし、

診断結果はあ<ま でも目安です。耐震性|こ心配のある人、よ

り詳し<診 断したい人は専門家|こよる診断をお勧めします。

広報|ままだ :平成 17年 6月 1日 暑



市立 図書館

腐蝕の王国/ 江上岡J

80年代日本|よ金融狂乱の時代ヘ

と突入した。誰もが金融の奴隷とな
りほてた未曾有の四半世紀。バブル

前夜から巨大銀行再編濠」まで、水面

下で繰り広げられた色 ・カネ ・権力
をめぐる壮絶な人間模様在描いた
日本経済の裏面史小説です。

しょうぼう犬ドット/リーザ・デジミニ

リリリリリリーン 1火事です !消

防士さんと
一
緒に飛びだしていった

のは、消防犬 ドットです。ヘルメット
をかぶり、勇取に立ち向かつていま
す。力強く鮮やかな油絵で、アメリカ
の勇気ある人々の、尊敬できる行動
を表現した絵本です。

田
大
人
向
け
の
本
田

古
道
具
　
中
野
商
店
　
　
川
上
弘
美

カ
ギ
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
博
子

希
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
京
子

弧
虫
症
　
　
　
　
　
　
　
首
本梨
幸
子

雨
と
夢
の
あ
と
に
　
　
　
　
柳
美
里

ア
ジ
ア
気
持
ち
の
楽
な
旅

高
日
宏

古
代
エ
ジ
プ
ト
を
知
る
辞
典首
相
作
治

歴
史

・
小
説

・
人
生
　
　
浅
日
次
郎

こ
ぶ
し
の
上
の
グ
ル
マ

南
本
佳
士

続

・
詩
歌
の
待
ち
伏
せ
　
　
北
村
薫

田
子
ど
も
向
け
の
本
醸

市
町
村
合
併
２
　
中
部

・
近
畿

。
中

国
編
　
　
　
　
　
　
一副
川
し
ん
す
け

震
度
７
　
　
　
　
　
　
　
極
岡
達
英

ク
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
フ
森
光
彦

森
の
地
図
　
　
　
　
　
　
阿
部
夏
丸

ド
ー
ル
の
庭
　
パ
ウ
ル

・
ビ
ー
ヘ
ル

見
え
な
く
て
も
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

フ
ラ
ン
ツ
＝
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ア
イ
エ
ク

か
も
の
プ
ル
ッ
フ
リ
ダ

・
フ
オ
ン
エ

ず
ぶ
ろ
く
園
２
み
や
ざ
き
ひ
ろ
か
ず

モ
ル
フ
君
の
お
か
し
な
恋
の
物
語

カ
ー
ル

・
ク
叉
―

ヘ
ン
リ
ー
や
ま
に
の
ば
る

Ｄ

・
Ｂ

・
ジ

ョ
ン
ソ
ン

対象 小 学生

日時 6月 18日働 午 前10時～11時

テーマ  「あ め 」

場所 図 書館 お はなしの部屋 (1階 )

内容 テ ー認こそった本をた<さ ん紹介します。

月～金

_L口 日

6月の1木館 日

電話番号

9:00～ 19:00

9:00～ 17:00

3 0日閑

22-0480

轡

〕

鶴

ガブ
細

・彗
マレ

船

コプ一ルグ

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
特
例
措
置
に
つ
い
て

国
民
年
金
被
保
険
者
の
中
で
、
厚

生
年
金
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

人
区
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
を
第

３
暑
被
保
険
者
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人

の
事
業
所
を
通
じ
て
届
出
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
期
間
は
、
国
民
年

金
の
保
険
料
ほ
納
付
済
み
と
し
て
登

録
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
届
出
が
遅
れ
た
場
合
に

は
、
納
付
済
み
と
し
て
扱
え
な
い
期

間
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
第
３
暑
被

保
険
者
に
該
当
し
た
日
以
降
２
年
を

過
ぎ
て
か
ら
の
届
出
で
は
、
届
出
前

の
２
年
を
超
え
た
期
間
は
第
３
暑
未

納
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
第
３
暑
未
納
期
間
を
納
付
済

期
間
と
す
る
第
３
暑
被
保
険
者
特
例

措
置
が
平
成
１７
年
４
月
に
施
行
と
な

り
、
そ
れ
ま
で
未
納
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
た
期
間
を
持

っ
て
い
る
人
に

つ
い
て
は
、
納
付
と
し
て
記
録
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
変
更

が
あ

っ
た
人
ほ
は
、
４
月
下
旬
Ｅ
「
国

民
年
金
第
３
暑
被
保
険
者
特
例
措
置

該
当
通
知
書
」
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
過
去
の
第
３
暑
校
保
険
者

の
届
出
が
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
変

更
と
な

っ
て
い
ま
せ
ん
の
で

「
国
民

年
金
第
３
暑
校
保
険
者
該
当
届
」
お

よ
び

「第
３
暑
特
例
届
」
の
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
日
社
会
保
険
事
務
所

公

④
０
４
４
２
）

平成16年度玉くじコミュニテイ剛成事業

(財)自治総合センターは、宝<じ の普及・広報を目的と

して文化振興事業やコミュニティ助成事業など各種の事

業を実施、支援しています。

西村神楽社中は、このたび●オ)自治総合センタ
ーのコ

ミュ三テイの健全な発展と宝<じ の普及広報事業を目的

として行われを平成16年度
一般コミュ三テイ助成事業こ

よる助成金の交付を受けて、神楽衣装を新調いたしました。

今後は、地域振興の活動の充実および、地区住民と連携

した神楽を通じてのコミュ三テイ活動の発展を図つてき

ます。 (地域政策課)

広報はまだ :平成 17年 6月 1日 暑



準

轡

轡

轡

６
縛
４
圏
鹸
鐘
じ
鐘
諄
麟
の
轟
督
ず

―
乳
幼
児
の
歯
の
状
況
―

乳
幼
児
健
診
で
は
、
歯
科
医
師
に

よ
る
健
診
と
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

指
導
を
個
別
に
実
施
し
て
お
り
、
お

し
歯
の
あ
る
人
の
割
合
は
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
。

・
１
歳
６
か
月
児
健
診
で
お
し
歯
の

あ
る
人
の
割
合

平
成
１０
年
度
　
４

・
９６
％

平
成
１６
年
度
　
１

。
３６
％

ｏ
３
歳
児
健
診
で
お
し
歯
の
あ
る
人

の
割
合

平
成
１０
年
度
　
３５

・
２６
％

平
成
褐
年
度
　
劉

・
１８
％

―
乳
幼
児
期
の
む
し
歯
予
防
の
ポ
イ

ン
ト
ー

■
歯
み
が
き
を
し
ま
し
よ
う

①
自
分
で
何
で
も
や
り
た
が
る
時
期

な
の
で
、
歯
み
が
き
も
ま
ず
自
分

で
さ
せ
て
み
ま
し
よ
う
。

②
大
人
が
仕
上
げ
の
寝
か
せ
み
が
き

を
行
い
ま
す
。
特
に
、
お
し
歯
の

で
き
や
す
い
、
歯
と
歯
の
間
や
歯

と
歯
ぐ
き
の
境
目
、
奥
歯
の
み
ぞ

の
部
分
を
み
が
き
ま
し
よ
う
。
寝

る
前
の
仕
上
げ
み
が
き
は
と
て
も

大
切
で
す
。

③
歯
ブ
ラ
ン
は
、
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
と
、
小
さ
国
で
み
が

き
や
す
い
物
を
２
本
準
備
し
ま

し
ょ
う
。

■
お
や

つ
の
与
え
方
に
注
意
し
ま

し
よ
う

①
時
間
、
回
数
を
決
め
、
ダ
ラ
ダ
ラ

食
べ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ

一つ
。

②
ジ

ュ
ー
ス
や
乳
酸
飲
料
よ
り
も
あ

茶
や
水
ほ
し
ま
し
よ
う
。

③
甘
い
お
や
つ
ほ
ひ
か
え
め
に
し
ま

し
よ
う
。

ぶ

の
観
幾
ゲ

歯
科
検
診
、ブ
ラ
ツ
シ
ン
グ
指
導
、

フ
ツ
素
塗
布

（有
料
５
０
０
円
）、
紙

芝
居
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

持
っ
て
く
る
も
の
　
使
用
中
の
歯
ブ

ラ
ン
、
夕
才
ル

（

日
時
　
６
月
５
日
０

午
前
９
時
～
１１
時

場
所
　
上凶
科
医
師
会
西
部
会
館

（久

代
町
）

問
い
合
わ
せ
先
　
」凶
科
医
師
会
西
部

△
石
公

④
ｌ
９
６
０
）

火

・
木

・
土
躍
国
の
み

警
魅
響
畿
褻
鷹
　
畿
議
ぎ
畿
ガ
轡

夏
休
み
に
向
け
て
、
水
難
事
故
な

ど
防
止
の
た
め
救
急
救
命
講
習
を
行

い
ま
す
。
講
習
中
は
託
児
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て

さ
い
。

対
象
　
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭

の
父
ま
た
ほ
母

定
員
　
３０
人
程
度

費
用
　
無
料

日
時
　
６
月
２６
日
０

午
後
１
時
～
４
時

場
所
　
浜
日
地
区
消
防
本
部

（原
井

町
）

申
し
込
み
先
　
子
育
て
支
援
課

（ａ
内
線
１
６
了
）

轡

轡

弊

轡

轡

轡

轡

轡

鞭

響

鱒

え

鞭

響

鞭

響

轡

鱒

轡

陣

鱒

響

す

響

鱒

弊

鞠

聯

騨

ヱ

響

響

鱒

響

響

轡

響

え

※ 献 Elll時|こ使われる採血針や採血バックは一人ひとり

新しいものを使用していますので、他の献血者から肝

糞やエイズなどの病気がうつる心配はありません。

児重手当の現況届
●目30回 lalまでに ど

児童手当 (特lrl給付・小学校第 3学 年修了前特lrl給付

を含お)を受給している人は、毎年 6月 1日現在の状況

を 6月 中|こ届け出て認定を受けること|こなっていま

す。

この届け出を提出しないと、受給資格があってもヨ

き続き手当を受けることができな<な りますので、期

限内|こ必ず届け出をして<だ さい。現況届用紙ほ該当

する人|こ市から発送します。

また、出生・転入・転出・転居や支給要件|こ変更があつ

た場合は忘れず|こ15日以内に届|サ出て<だ さい。

※ 児 壼扶養手当の現況届は8月 です。

問い合わせ先 子 育て支援課

②番窓□ (a内 線 167)

6鶴り轟すべ 〔鮭そず鹸想

6 月 献血会場 町 名 受付時間

8国

佃

協和本工浜日工場 周布町
午前 9時 30分～

正午

浜 田 税 務 署 殿  町
午後 1時 30分～

20寺40分

浜日河川総合開発事務所 竹迫町
午後 3時 30分～

4]寺304小

29日

田

石 原 製 作 所 朝日町
午前 9時 30分～

10時20分

浜日家政高等専修学校 松原町 午前11時～正午

島 根 県 立 大 学 野原町
午後 1時 30分～

4 0寺

広報はまだ :平成17年6月 1日暑



目 火 水 瓶 曇 土 ロ

30 8辞 f
なんでも相談の日

9:30-11:00

ひよこの会
10:30-/12:00

ぴ検

2 3 ４

一子どもまつり
10:30-14100

r・  ・

6 7
☆1歳6か月児健診

H15年11月生まれ

お楽しみタイム

10:45′ヤ11:00

おもちゃの病院
13:00-15:00

8
音楽リズム遊び

①l歳半以上

10,00-10:30

②l歳半未満
11:00-11:30

お聰ゅ盤
む

9 10 r i

伽

13 14
お楽 しみタイム

10:45ンヽVll:00

r5
☆字し児健診

H17年1月生まれ

16 17
こころころ

10:00-11:00

((資鷺驚欝醸盤営旨督ま'))

18

盤

20 2 1
手作 り

布おもちゃの会

10:30-11:30

お楽 しみタイム

10:45-11:00

おもちゃの病院

13: 0 0 ″ヽフ15 : 0 0

22
★ママパパ学級

10:00-11:30

食育講座

(離乳食 月齢によ

る食品の選び方)
10,30-11:30

23
★3歳児健診

H14年2月生まれ

24
おっぱいの日

ズ

引 知

25

ヨ

27 28
お楽しみタイム

10:45-/11:00

29 30 酵鶏『霞 醒

6目季簡てカレンダ串 場所はすべて子育て支援センタ
ー 「す<す <」 です。

*毎 週月 ・金躍日ほ育児相談日  受 付時間 午 前 9時 30分～110寺

*毎 週日躍日、祝日ほ休館日です。

*乳 児、 1歳 6か 月児、 3歳 児健診の該当者|こほ事前に個人通知します。

申し込み コ問い合わせ先   ☆    子 育て支援課児童家庭係(a内線 162・ 167)

マークなし 子 育て支援センター (a・□② 1253)

広報はまだ :平成 17年 6月 1日 暑



期
間
　
６
月
１
日
佃
～
１０
月
３‐
日
側

場
所
　
指
定
医
療
機
関

（下
表
の
と

お
り
）

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
長
寿
課
健
康

推
進
係

（な
内
線
１
６
４
、
１
６

６
）

【基
本
健
康
診
査
】

年
底

一
度
の
体
の
総
点
検
を
し
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
よ
う
。

対
象
　
４０
歳
以
上
の
市
民
（た
だ
し
、

事
業
所
健
診
対
象
者
は
除
＜
）

受
診
料
　
１
、
０
０
０
円

（た
だ
し
、

７０
歳
以
上
の
人
、
６５
歳
以
上
７０
歳

未
満
の
老
人
医
療
受
給
者
、
生
活

保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
は
無
料
）

内
容
　
易
体
計
測

・
間
診

・
血
圧
側

定

・
検
尿

・
心
電
図
検
査

・
総
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル

・
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル

・
中
性
脂
肪

・
腎
機
能

検
査

・
貧
血
検
査

・
肝
機
能
検
査
・

血
精
検
査

・
眼
底
検
査

（魅
要
者

の
み
）
・
医
師
診
察

持

っ
て
く
る
も
の
　
健
康
手
帳
、
受

診
カ
ー
ド

※
　
で
き
る
だ
け
空
腹
で
受
診
し
て

＜
だ
さ
い
。

【前
立
腺
が
ん
検
診
】

血
液
検
査
で
簡
単
に
わ
か
る
検
査

で
す
の
で
ぜ
ひ
受
け
て
＜
だ
さ
い
。

基
本
健
康
診
査
と

一
緒
匠
受
け
る
と

一
度
の
採
血
で
済
み
ま
す
。

対
象
　
市
内
Ｅ
居
住
す
る
４０
歳
以
上

の
男
性

受
診
料
　
１
、
５
０
０
円

（受
診
者

全
員
必
要
）

持
参
す
る
も
の
　
健
康
手
帳
、
受
診

カ
ー
ド

※
　
健
診
結
果
ほ
つ
い
て
は
受
診
し

た
医
療
機
関
で
各
自
の
健
康
手
帳

へ
記
入
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
ほ

持
参
し
て
＜
だ
さ
い
。
持

っ
て
い

な
い
人
は
、
医
療
機
関
ま
た
ほ
市

役
所
１
階
①
番
窓
□
で
配
布
し
ま

す
。

※
　
９
、
‐０
月
区
は
受
診
者
が
多
＜

な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早

め
ほ
受
診
し
て
＜
だ
さ
い
。

【肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
】

平
成
１４
年
度
か
ら
５
年
間
、
基
本

健
康
診
査
区
あ
わ
せ
て
肝
が
ん
や
肝

硬
変
の
予
防
を
推
進
す
る
た
め
、
肝

糞
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

血
液
検
査
に
よ
り
、
Ｃ
型
肝
糞
ウ
イ

ル
ス
検
査
と
Ｂ
型
肝
糞
ウ
イ
ル
ス
検

査
の
２
種
類
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
ほ
左
記
の
と
お
り
で
す
の
で

ぜ
ひ
受
け
て
＜
だ
さ
い
。

対
象
　
基
本
健
康
診
査
の
対
象
者

で
、
こ
れ
ま
で
区
Ｃ
型
肝
糞
ウ
イ

ル
ス
検
査
ま
た
は
Ｂ
型
肝
糞
ウ
イ

ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い

人
で
次
の
①
又
は
②
③
④
に
該
当

す
る
人

○
節
目
検
診

①

４０

、

４５

、

５０

、

５５

、

６０

、

６５

、

７０

歳
の
人

（平
成
１７
年
４
月
１
日
～

平
成
１８
年
３
月
３‐
日
中
に
前
記
の

年
齢
に
達
す
る
人
）

○
節
目
検
診
以
外
の
対
象
者

（要
指

導
者
等
検
診
）

②
過
去
睦
肝
機
能
異
常
が
あ
る
と
い

わ
れ
た
こ
と
の
あ
る
人

③
今
回
の
基
本
健
康
診
査
ほ
お
い
て

Ａ

Ｌ

Ｔ

（
Ｇ

Ｐ

Ｔ

）

値

に

よ

り

要

指
導
と
さ
れ
た
人

④
大
き
な
外
科
的
処
置
を
受
け
た

り
、
妊
娠

・
分
娩
の
時
に
多
量
区

出
血
し
た
こ
と
の
あ
る
人
で
、
定

期
的
区
肝
機
能
検
査
を
受
け
て
い

な
い
人

※
　
な
お
、
職
場
で
検
診
の
あ
る
人

ほ
除
き
ま
す
。

受
診
料
　
Ｂ

・
Ｃ
型
　
１
、
２
０
０

円
、
Ｃ
型
の
み
　
１
、
１
０
０
円
、

Ｂ
型
の
み
　
６
０
０
円

※
　
た
だ
し
、
７０
歳
以
上
の
人
、
生

活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税
世

平成17年度基本健康診査・前立腺がん検診・】干炎ウイルス検診指定医療機関
一覧

※ (注 1)江 木産婦人科医院ほ基本健康診査 ・肝糞ウイルス検診のみ実施

※ (注2)あ らかじめセンター[電 話で日時を予約して<だ さしヽ。

※眼底検査のみの受診はできません

先に、基本健診を受け、血圧沢」定や

血波検査などをし、その結果医師が

魅要と判断した場合|こ受けることが

できます。

※眼底検査ほ11月18日0ま でです。

帯
の
人
は
無
料

(50音順)

医 療 機 関 名 医 療 機 関 名

安東医院

池日泌尿器科皮膚科医院

江木産婦人科医院 ※ (注1)

大石内科医院

大橋整形外科医院

岡本胃腸科内科EIE院

沖国内科医院

沖田病院

笠日医院

北村内科クリエック

小池医院

神田小児科医院

斎藤医院

島日病院

周布内科医院

成大病予防センタ
ニ※ (注2)

大麻診療所

長浜町

朝日町

片庭町

黒川町

長沢町

長沢町

蛭子町

殿 町

牛市町

国分町

日】去l町

殿 B」

朝日町

殿 町

治示□町

港 町

西村町

竹吉胃腸科医院

中村胃腸科内科医院

中村整形外科病院

中村医院

中村8子吸器内科医院

西川胃腸科内科医院

西川病院

能美クリエック

半田医院

真鍋医院

丸山内科クリ三ツク

三隅整形外科医院

宮本整形外科医院

向内科小児科医院

爾重内科眼科医院

八杉胃腸科医院

山根病院

浅井町

笠柄町

殿 町

片庭町

内村町

相生町

港 町

天滴町

港 町

国分町

相生町

治和町

原 町

国分町

高日町

下府町

熱日町

おさだ眼科クリ三ツク  1浅 井町

久保団眼科       1国 分町

河野眼科医院      1殿  町

爾重内科眼科医院    1高 日町

医 療 機 関 名 (眼科)

もりわき眼科       1日 脚町
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伽回価急診療所を

測開してください

軽い症状であつても、浜日医療センターヘ直行する人が

多<見 られます。重症患者の診察を優先させるためにも、

普段から気軽|こ症状の相談ができる 「かかりつ|す医」を持

つように心がけましょう。どこで受診したらよいか半」断|こ

迷うときも、この 「かかりつけ医」区相談したほうが的確

です。

また、平成15年度|こおいては浜田医療センターの救急 ・

時間外患者のうち約 8割 が軽症患者であり、このような状

況が続<と 重症放急患者への治療|こも影響が及ぶことが心

配されます。

日躍国・休日 (昼間)は 、軽症憲者を対象|こ市役所地階

で休日応急診療所を開設していますので、ぜひ亦」用して<

ださい。

演田市立血口応畠診僚所

開設日 日 躍日 ・祝園 (1月 1日ほ除<)

開設時間 午 前10時～午後 48寺

診療科 肉 科と小児科 軽 症忌者を対象としています)

担当医師 浜 田市医師会の内科、小児科医師が交代で勤務

します。

場所 市 役所地階 (地階川1民」入□からお入り<だ さい。)

問い合わせ先

病院建設対策準備室医療対策係 (aF/」線 216)

健
虜
個
餞

○
健
康
相
談

血
圧

・
俸
脂
肪
測
定
、
健
康
相
談

日
時
　
月
躍
日
と
金
躍
日

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

○
糖
尿
病
相
談
日

保
健
師

・
栄
養
士
睦
よ
る
相
談

日
時
　
６
月
８
日
側

午
後
１
時
～
５
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

※
　
予
約
し
た
時
間
に
来
て
＜
だ
さ

い
。

申
し
込
み

口
問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

（
ａ
内
線
１
６
４
、
１
６
６
）

○
医
療
安
全
相
談

医
療
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
＜
だ
さ
い
。

①
医
療
内
容
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
当
事

者
間
の
話
し
合
い
が
原
則
で
す
。

②
診
療
行
為
の
是
非
や
過
失
の
有
無

の
判
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
病
状
に
応
じ
た
医
療
機
関
の
紹
介

は
で
き
ま
せ
ん
。

相
談
受
付
日
時
　
月
～
金
躍
日

午
前
９
時
～
正
午

午
後
１
時
～
３
時

相
談
窓
回
　
浜
日
保
健
所

公

④
５
５
３
６
）

○
断
酒
会

ど
な
た
で
も
気
軽
ほ
参
加
し
て
＜

だ
さ
い
。

を
だ
し
、

日
時
　
６
月
７
日
側

午
後
７
時
～
９
時

場
所
　
浜
日
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先
　
山
□
源
吉
さ
ん

公

②
２
４
９
じ

健
虜
敏
畠

○
家
族
介
護
教
室

介
護
者
の
人
を
対
象
の
健
康
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

内
容
　
健
康
体
操
、
福
祉
用
具
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
見
学

日
時
　
１
回
目
　
６
月
２０
日
働

２
回
目
　
了
月
９
日
働

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

※
　
ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
方
ほ
申

し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

会
場
　
い
わ
み
―
る
体
育
室

講
師
　
ペ
ア
ー
レ
浜
田
　
健
康
運
動

指
導
士
　
中
村
　
聡
さ
ん

申
し
込
み
先
　
健
康
長
寿
課
高
齢
者

福
祉
係

（谷
内
線
１
５
１
）

【浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室
】

生
活
習
慣
病
予
防
の
啓
発
の
た
め

糖
尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
を
対

象
ほ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参

加
し
て
＜
だ
さ
い
。

公

②
２
３
０
０
）

○
糖
尿
病
教
室

・
眼
へ
の
影
響
ほ
！

・
あ
な
た
の
足
は
大
丈
夫
―

・
食
事
療
法
　
応
用
編

日
時
　
６
月
１６
国
内

午
後
１
時
～
２
時
３０
分

（午
後
０
時
３０
分
～
‐
時
受
付
、

ビ
デ
才
鑑
賞
）

担
当
　
眼
科
医
師
　
外
科
医
師
　
看

護
師
　
管
理
栄
養
士

場
所
　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

（２
階
）

申
し
込
み

。
問
い
合
わ
せ
先

内
科
外
来

（ａ
内
線
８
０
１
２
）

○
高
血
圧
教
室

ビ
デ
才

コ
局
血
圧
と
食
生
活
」
、
減

塩
食
の
工
夫
、
肥
満
の
予
防
、
そ
の

ほ
か
日
時
　
６
月
１４
日
側

午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

場
所
　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

（２
階
）

申
し
込
み

口
問
い
合
わ
せ
先

栄
養
管
理
室
（ａ
内
線
２
４
０
０
）

○
高
脂
血
症
教
室

ビ
デ
才

「高
脂
血
症
と
食
生
活
」
、

食
物
繊
維
の
働
き
、
陪
好
品
ほ
つ
い

て日
時
　
６
月
郷
日
側

午
前
１０
時
３０
分
～
「
時
３０
分

場
所
　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

（２
階
）

申
し
込
み

口
問
い
合
わ
せ
先

栄
養
管
理
室
（
ａ
内
線
２
４
０
０
）
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″
古
着
・古
布
の
分
別
収
集
が
は
じ
ま
り
ま
す

出
し
方

①
浜
田
市
指
定
ご
み
袋

（ペ
ツ
ト

・

プ
ラ
用
、
缶
用
、
び
ん
用
）
底
防

ず
入
れ
て
＜
だ
さ
い
。

②

「古
着

・
古
布
収
集
場
所
」
に
直

接
持

っ
て
き
て
＜
だ
さ
い
。

※
　
指
定
袋
以
外
の
袋
、
レ
ジ
袋
、

紙
袋
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
に
は
入
れ
な

い
で
＜
だ
さ
い
。

※
　
た
だ
し
、
毛
布
ほ
つ
い
て
は
、

袋
に
入
ら
な
い
場
合
産
ほ
、
広
が

ら
な
い
よ
う
ひ
も
で
縛

っ
て
＜
だ

さ
い
。

収
集
場
所

・期
間

・時
間

別
表
の

「古
着

・
古
布
収
集
場
所

一
覧
表
」
を
ご
覧
＜
だ
さ
い
。

※
　
古
着

・
古
布
収
集
場
所
ほ
既
存

の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
　
各
収
集
場
所
の
収
集
期
間

・
時

間

・
休
日
を
よ
＜
ご
確
認
＜
だ
さ

い
。

※
　
市
役
所
、
国
府
公
民
館

（国
府

連
絡
係
）
、
マ
リ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー

（長
浜
連
絡
係
）
ほ
収
集
期
間
を 6

月
10
日
1 e l
;
8
月
4
日
l a l

タ
ク

ラ
タ
タ

６
月
１０
日
か
ら
８
月
４
国
の
全
期

間
と
し
て
い
ま
す
。

古
着
・古
布
と
し
て

収
集
す
る
も
の

衣
類

（ゴ
ム
製
品
、
作
業
服
ほ
除

＜
）
・
シ
ー
ツ

・
夕
才
ル

・
毛
布

・
ハ

ン
カ
チ

・
＜
つ
し
た

※
　
必
ず
洗
濯
し
て
、
し

っ
か
り
乾

燥
さ
せ
て
＜
だ
さ
い
。

※
　
ボ
タ

ン
や
フ
ア
ス
ナ
ー
な
ど
ほ

取
り
外
さ
な
い
で
＜
だ
さ
い
。

※
　
少
々
の
穴
あ
き
は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
。

古
着
・古
布
と
し
て

収
集
で
き
な
い
も
の

る
と
ん
、
座
Ｓ
と
ん
、
マ
ツ
ト
レ

ス
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
カ
ー
ペ
ツ
ト
、

雨
か

っ
ぱ
、
帽
子
、
か
ば
ん

※
　
汚
れ
や
傷
み
の
ひ
ど
い
も
の
、

濡
れ
て
い
る
も
の
ほ
収
集
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
燃
や
せ
る
ご
み
に
出

し
て
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
課
清
掃
対
策

係

（
ａ
内
線
２
５
７
）

※ 収 集対象ほ一般家庭としております。

※ 事 業所から排出される場合は、市指定事業所用資源ごみ袋 (茶色)|こ入れて浜日清掃第
一処理場内の古紙置場横の

集積場へ直接搬入して<だ さい。
【期間16月 10日0～ 8月 4国内 ただし土・日・祝日ほ除< 【 時間】9:00～16:00

古着・古布収集場所一覧表 (平成17年 6月 10日～ 8月 4日 )
所 在 地 事 業 所 名 収 集 場 所 収 集 期 間 収集時間 イ木日

殿  町 浜田市役所
1階正面入□左狽」

情報提供コーナー内 6月 10日 0～  8月 4国 内

8:311 17,00 土・日・祝日

国 分 町 国府公民館 (国府連絡係) 通 路 9:00^フ 17:00 祝 日

熟 田 町 マリン交流センター (長浜連絡係) 窓 □ 9,00ハ マ17,00 土・日・祝日

※市役所および国府 ・長浜連絡係ほ期間中の初日から最終日まで

高 日 町 ジユンテンドー浜日店 駐車場内プレハブ倉庫

6月 10日 ⑥  ～  6月 16国 内

9 100ハV20100 な し

熱 日 町 」Aい わみ長浜事業所 事務所裏集会所 8:30- 土・日・祝日

後 野 町 浜日清掃第一処理場 窓 □ 91004‐/16:00 土・日・祝日

里 )||町
」Aい わみ浜日支所 駐 輪  場

6月 17日 ω ～ 6月 23日 (利

8:30′ フヽ 7,00 土・日・祝日

中国電力浜日営業所 事務所 1階受付 9 :00′ヘフ 7:00 土・日・祝日

河 内 町 浜日自動車学校 事務所窓□
月～金 9100～ 1830

日・祝日
士 9100～ 17100

相 生 町 まいこち生活協同組合 事務所 (倉庫) 10,00′ヽマ15,00 土・日・祝日

周 布 町 スーパーセンタートライアル 東 1 貝」入 □

6月 24日 6 ～  6月 30日 困

8:00ハ V22100 な し

内 日 町 」Aい わみ美川事業所 営業所横倉庫 8:30″～ 主。日・祝日

内 村 町 浜日市農業構造改善センター (美川連絡係) 窓 □ 9:00- 土・日・祝日

洩 井 町 ベアーレ浜日 1階ホール

7月 1日 0～  7月 7国 内

9:00 ‐ な し

朝 日 町 朝日町研修センター 1階入□右1貝J 9,00′ マヽ 日

野 原 町 浜日市総合福祉センター 八 □ 左 倶J 8t30ハ フ7:00 土・日・祝日

周 布 町
ナフコ浜囲店 屋外正lEl入□

7月 8日 ⑥ ～ 7月 14国 内

8:00^ャ な し

周布公民館 (周布連絡係) 八 □ 右 1 貝J 9100ハ フ 7:00 土・日・祝日

折 居 町 大麻公民館 (大麻連絡係) 窓 □ 9100- 土・日・祝日

長 沢 町 服部タイヨー長沢店 園芸用上売り場入□

7月 15日 6 ～  7月 21日 (村

9:304‐/ 7:30 な し

下有福町 有福連絡係 窓 □ 9,00ハ ヤ 7:00 土・日・祝日

下 府 町 JAい わみ浜日東支所 窓 □ 8130ハ フ 土・日・祝日

港  町 1/bめタウン浜日 立体駐車場 4階 7月 22日 0～  7月 28国 内
10100‐ な し

櫨 原 町 子育て支援セツターす<す < 建物裏グランド狽」勝手□ 8:30- 日・祝日

浅 井 町 ダップヌ 入 □

7月 29日 ① ～ 8月 4日 (利

弓～ 6:00～ 20:00
な し

日 8:00～ 20t00

生 湯 町
浜日清掃第二処理場 窓 □ 9100ハフ16:00 土・日・祝日

石央リサイクルセンター 事 務  所 9:00 ‐ 16 土・日・祝日

広報ほまだ :平成 17年 6月 1日 暑  12



ふ
る
さ
と
案
内

自
分
の
特
技
を
発
揮
で
き
る
人
、

専
門
分
野
が
あ
る
人
、
観
光
関
連
の

産
業
屋
従
事
し
て
い
る
人
な
ど
、
島

根
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

「
る
る

さ
と
案
内
人
」
区
な

っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

対
象
　
平
成
１７
年
４
月
１
日
現
在
満

‐８
歳
以
上
で
健
康
に
自
信
の
あ
る

人
活
動
期
間
　
平
成
１８
年
４
月
～
平
成

‐９
年
３
月

募
集
期
間
　
６
月
３０
日
側
ま
で

１
、
０
０
０
人

※
　
８
月
末
日
頃
ほ
登
録
者
内
定
予

定
で
す
。

応
募
方
法
　
専
用
応
募
用
紙

（商
工

観
光
課
に
あ
り
ま
す
。
）
ほ
魅
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

〔田
（
剛
一
仙
島
根
県
観
光
連
盟

（〒

６
９
０
１
８
５
０
１
　
拡
江
市
殿

町
１
番
地
　
県
庁
観
光
振
興
課
内

（
ａ

０

８

５

２

④

３

９

６

９

・
□

０

８

５

２

②

５

５

８

０

）

商
工
観
光
課

（ａ
内
線
２
２
８
）

市
内
観
光
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

ガ
イ
ド
の
会
で
は
、
観
光
客
区
現

地
で
、
市
内
観
光
名
所
を
説
明
、
案

内
し
て
も
ら
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

名
所
な
ど
に
対
し
て
の
知
識
の
有

無
、
性
別
、
年
齢
は
間
い
ま
せ
ん
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ほ
少
し
で

も
関
心
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
お
問
い
合

わ
せ
＜
だ
さ
い
。

市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
　
山
本
英
孝
さ
ん

（な

・
圃

②
ｌ
２
２
じ

地
球
温
暖
化
が
大
き
な
問
題
と

な

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
因
は
私

た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
よ
る
も

の
で
す
。
毎
日
の
生
活
の
中
で
無
駄

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い
ま
せ

ん
か
？
環
境
家
計
簿
を
つ
け
て
我
が
家
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
老
え
て
み
ま

し
よ
う
。
職
場
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
固

体
で
の
参
加
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
　
県
内
ほ
在
住
の
人

参
加
方
法
　
エ
ン
ト
リ
ー
ン
ー
ト

（環
境
課
環
境
保
全
係
、
各
連
絡

係
に
あ
り
ま
す
。
）
に
記
入
の
上
、

郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん

で
＜
だ
さ
い
。

側
島
根
ふ
れ
あ
い
環
境
財
団
別

環
境
推
進
課

（な
０
８
５
２
②

５
９
５
３
）
　

環
境
課
環
境
保
全

係

（ａ
内
線
２
５
６
）

交
通
】退
児
育
英
！！ｉ！！
会
世
学
生

側
交
通
遺
児
育
英
会
は
、
平
成
１７

年
度
の
奨
学
生
募
集
と
平
成
１８
年
度

の
奨
学
生
の
予
約
募
集
を
行

っ
て
い

ま
す
。

応
募
資
格
　
保
護
者
な
ど
が
自
動
車

事
故
や
踏
切
事
故
な
ど
、
道
路
に

お
け
る
交
通
事
故
で
死
亡
あ
る
い

ほ
、
重
い
後
遺
障
害
の
た
め
働
け

ず
、
経
済
的
ほ
修
学
が
困
難
な
生

徒
・学
生
で
あ
る
こ
と
。
（申
込
時

刻
歳
ま
で
の
人
）

奨
学
生
の
種
類
　
一局
等
学
校

・
高
等

専
門
学
校
奨
学
生
、
大
学

・
短
期

大
学
奨
学
生
、
大
学
院
奨
学
生
、

専
修
学
校

・
各
種
学
校
奨
学
生

奨
学
金
の
併
用
な
ど
　
ほ
か
の
奨
学

金
と
併
せ
て
利
用
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
同

一
世
帯
、
同

一
学
校
か

ら
何
人
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

働
交
通
遺
児
育
英
会

（
公
①
３

５

５

６

１
０

７

７

３
、

フ

リ

ー
ダ

□

環
境
課
環
境
保
全
係

（ａ
内
線

一２
５
６
）
各
連
絡
係

イ
ヤ
ル
０
１
２
０

‐
５
２
１

１
２

８
６
　
受
付
時
間
　
午
前
９
～
午

後
５
時
３０
分
土

・
日

・
祝
祭
日

・

会
の
休
業
日
を
除
＜
）

す
汁
汁ｏ
”＼
＼
〓
〓
〓
・
本
〇
一の
Ｃ
↓」
↓・
〇
〇
ヨ

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
！

夏
の
キ
ャ
ン
プ
　
！

小
・中
≧
同
校
生
が
み
ん
な
で
い
っ

し
よ
区
遊
ん
だ
り
料
理
な
ど
を
し
て

一
泊
二
日
を
楽
し
＜
過
ご
し
ま
す
。

大
学
生
産
ち
と
６
月
末
か
ら
竹
の
食

器
作
り
や
メ
三
ュ
ー
決
め
な
ど
を
し

な
が
ら
当
日
を
迎
え
ま
す
。

対
象
　
小
学
生
以
上

８
月
１７
日
佃

・
１８
国
内

深
篠
川
キ
ヤ
ン
プ
場

（断
魚
渓

付
近
）

□

先
着
３０
人

小
学
生
　
　
３
、
５
０
０
円

中
高
生
　
　
２
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日
　
６
月
２０
日
∩

浜
日

・
那
賀
セ
ン
タ
ー

公

・
□
④
６
３
９
６
）
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率 土

フ
ア
ミ
サ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

卓
球
・ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
な
ど
外
育
館
で
で
き
る

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
ほ
家
族
や
友

達
同
士
で
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
わ
せ
て
、
恒
例
の

「
ス
ト
ラ
ツ

グ
ア
ウ
ト
ゲ
ー
ム

（ボ
ー
ル
的
あ
て

ゲ
ー
ム
と

も
行
い
ま
す
。

６
月
１１
日
働

午
後
１
時
～
４
時

□

島
根
県
立
体
育
館

□

範料

※
　
運
動
の
で
き
る
服
装
で
体
育
館

ン
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
て
だ
さ
い
。

県
立
体
育
館
（
ａ
④
ｌ
２
０
１
）

【子
ど
も
３
Ｂ
】

対
象
　
３
か
月
～
１
歳
ま
で
の
母
子

〔団

芯
囲

‐４
日
側
　
午
前
１１
時
～
正

午
　
ペ
ア
ー
レ
浜
日

午
　
石
見
武
道
館

対
象
　
３
歳
未
就
園
児
（キ
ツ
ズ
）

合∪

芯
口

９
国
内

・
３０
国
内
　
午
後

４
時
２０
分
～
５
時
２０
分

ペ
ア
ー
レ
浜
日

対
象
　
幼
稚
園
児

〔団

芯
図

２‐
日
側

・
郷
日
肉
　
午
後

４
時
～
５
時
　
右
見
武
道
館

対
象
　
小
学
１
年
～
３
年

（ジ
ュ
二

ア
）

５
時
～
６
時
　
石
見
武
道
館

【親
子
３
Ｂ

〈ひ
よ
こ
教
室
首

対
象
　
１
歳
前
後
～
未
就
園
の
親
子

〔∪
（
∪

囲
日
側
　
午
前
９
時
４５
分

～
１０
時
４５
分
　
石
見
武
道
館

い
ず
れ
も
１
回
５
０
０
円

※
　
は
じ
め
て
の
人
は
な
る
べ
＜
申

し
込
み
を
し
て
＜
だ
さ
い
。

※
　
キ
ツ
ズ
、
ジ
ュ
ニ
ア
３
Ｂ
ほ
運

動
の
で
き
る
服
装
で
上
履
き
、
３

Ｂ
体
操
カ
ー
ド
持
参

【ら
く
ら
く
３
Ｂ
体
操
】

対
象
　
中
高
年
男
女

２０
分
～
１
時
間
程
度

ベ
ア
ー
レ
浜
日

□

石
川
美
智
子
さ
ん

公

①
ｌ
７
８
１
）

原
井
空
チ

！■

卓
球
を
い
っ
し
よ
ほ
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
３０
歳
ま
で

毎
週
土
躍
日

・
日
躍
日

午
後
６
時
～
８
時

□

原
井
小
学
校
　
新
校
舎
俸
育
館

□

若
干
名

（要
申
込
）

大
入
　
　
　
１
か
月
８
０
０
円

高
校
生
以
下
　
　
　
５
０
０
円

※
　
ス
ポ
ー
ツ
保
険
別
途
魅
要

※
　
詳
し
＜
は
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ

さ
い
。

‐
１
３
３
５

１
１
０
７
３
）

⌒

西
条
柿
を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
ほ
西
条
柿
の
栽
培
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
な
ど
の

影
響
か
ら
柿
園
の
荒
廃
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
将
来
的
に
園

地
を
借
り
入
れ
、
出
荷
を
目
的
と
し

た
栽
培
を
目
指
す
人
を
深
し
て
い
ま

す
。講

座
実
施
期
間
中
は
１
人
１
樹
を

受
け
持
ち
、
収
穫
果
は
受
講
者
の
も

の
と
し
、
講
座
終
了
時
ま
で
維
持
管

理
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
農
家
で
な

い
人
で
も
ふ
る
っ
て
ご
応
募
＜
だ
さ

い
。

期
間
　
年
８
□
程
度
（６
月
～
１
月
）

平
国
の
午
後
ほ
実
施
し
ま
す
。

場
所
　
横
山
町
柿
園

（現
地
ま
で
の

交
通
手
段
の
確
保
を
条
件
と
し
ま

す
。
）７
、
０
０
０
円

（傷
害
保
険
料

は
別
途
必
要
）

申
込
締
切
日
　
６
月
１０
日
⑥

（な
内
線
２
３
３
）

浜
ロ
ジ
単
一ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

教
室
で
は
、
「
明
る
＜

・
楽
し
＜
・

元
気
よ
＜
」
を
モ
ッ
ト
ー
底
、
県
立

大
学
生
と
い
っ
し
よ
に
、
基
本
技
術

3 □
□
午
口
な 銃 て 1

電化キツチン体験クッキング

も月10日0・ 15日佃 ・21日側
・27日個)

前 9時 50分～午後 18寺

申国電力の浜田営業所

4階  料 理教室

各開催日ごと|こ定員となり次第締め切り

無料

エプElンを持参して<だ さい。

中甲亭つい浜甲営業所
あ暮さまサ■ビス課営業担当

(o01‐ 20-312-802)
暑
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け

猟
銃
お
よ
び
空
気
銃
（以
下
「
猟

等
」
と
い
う
。
）
を
所
持
し
て
い

い
人
６
月
勢
日
⑥

前
９
時
～
午
後
５
時

サ
ン
マ
リ
ン
浜
日

（原
井
町
）

羽
部
学
さ
ん

（な
０
９
０

ｉ
３

７
０

‐
３
６
３
５
）

働
■
跡

！０
働
扶
働

の
指
導
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
入
会
＜

だ
さ
い
。

日

毎
週
土
躍
日

午
後
２
時
～
５
時

島
根
県
立
大
学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

河
上
康
斉
さ
ん

（
ａ
０
９
０

‐

６

９

３

‐
０

９

１

３

）

猟
銃
お
よ
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に

関
す
る
講
習
会
（初
心
者
請
習
会
）

講
習
科
目
お
よ
び
時
間

○
猟
銃
な
ど
の
所
持
に
関
す
る
法
令

２
時
間

○
猟
銃
等
の
使
用
、
保
管
等
の
取
扱

い
　
２
時
間

○
者
査
　
１
時
間

対
象
　
県
内
在
住
で
、
銃
砲
刀
剣
類

所
持
等
取
締
法
第
４
条
第
１
頂
第

一
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遊
漁
船
業
務
主
任
者
養
成
講
習

お
よ
び
海
技
免
状
の
更
新
講
習

遊
漁
船
業
務
主
任
者
養
成
講
習

遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
が
平
成
１４
年
６
月
に
改
正
さ
れ
、

平
成
１５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
遊
漁
船
業

を
営
お
人
は
県
知
事
の
登
録
が
防
要

で
す
の
で
講
習
を
受
講
し
て
＜
だ
さ

６
月
８
日
佃
　
午
後
１
時
～

県
立
西
部
情
報
化
セ
ン
タ
ー

（い
わ
み
―
る
）

海
技
免
状
の
更
新
講
習

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
お
よ
び
海

技
免
状
の
有
効
期
限

（５
年
）
が
間

近
な
人
ま
た
は
、
有
効
期
限
の
過
ぎ

た
人
の
議
習
を
行
い
ま
す
。
（有
効
期

間
滴
百
国
の
１
年
前
か
ら
更
新
期
間

６
月
８
日
佃
午
後
６
時
～

県
立
西
部
情
報
化
セ
ン
タ
ー

（い
わ
み
―
る
）

※
　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事

前
ほ
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

会

（〒
７
３
４

，
０
０
１
２

広
島
市
南
区
元
宇
品
町
４‐
番
１８
暑

更
新
講
習
部
　
濱
日
さ
ん

な
０
８
２

‐
２
５
５

‐
８
７
０

５
）

○
ア
ク
ア
ス
日
曜
講
座

「
石
区
描
こ
う
ア
ク
ア
ス
の
海
」

石
ほ
絵
を
描
い
て
、
才
リ
ジ
ナ
ル

の
作
品
を
作
り
ま
す
。

６
月
２６
日
０

AstttS

午
前
１０
時
～
正
午

□

先
着
３０
人

（要
申
込
）

日

無
料

申
込
方
法
　
①
電
話
で

「
ア
ク
ア
ス

ス
ク
ー
ル
係
」
ま
で
。
②
ホ
ー
ム

ベ
ー
ジ
か
ら

す
汁
汁ｏ
】＼
＼〓
〓
〓
・
いｏ
⊂
∞
∽　
Ｏ
、・
」０

０
特
別
展

　

「ち
ょ
っ
き
ん
ワ
ー
ル

ド
」
エ
ビ

・
力
二
、
ヤ
ド
カ
リ
な
ど
の

甲
殻
類
の
不
思
議
を
教
え
ち
ゃ
う

よ
！
期
間
　
６
月
１９
日
⑩
ま
で

※
　
ア
ク
ア
ス
入
場
料

大
入
　
　
１
、
５
０
０
円

小
中
高
　
　
　
５
０
０
円

幼
児
　
　
　
　
無
料

平
成
１７
年
度

第
２
学
期
１０
月
入
学
生

―
放
送
大
学
学
部
生
、大
学
院
生
―

放
送
大
学
は
、
″誰
で
も
最
新
の
大

学
教
育
を
″
を
モ
ッ
ト
ー
ほ
生
涯
学

習
時
代
に
対
応
し
た
文
部
科
学
省
主

管
の
正
規
の
通
信
制
大
学
で
す
。

Ｃ
Ｓ
放
送
あ
る
い
ほ
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ

Ｖ
を
利
用
し
て
自
宅
で
自
分
の
ベ
ー

ス
で
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
　
教
養
学
部
で
は
大
学
卒
の
沓
一

格

「学
士

（教
養
と
、
大
学
院
で
は

「修
士

（学
術
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
掌

位
が
取
得
で
き
ま
す
。
（１
科
目
か
ら

で
も
受
講
可
能
で
す
。
）

受
付
期
間
　
６
月
１５
日
囚
～
８
月
３‐

日
側

※
　
詳
し
＜
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ

さ
い
。

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

（ａ
０
８
５
２
④
５
５
０
０
）

ホ
Ｉ
Ａ
ヘ
ル
パ
ギ
セ
概

対
象
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
福

祉
区
貢
献
す
る
熱
意
が
あ
り
、
全

日
程
出
席
で
き
る
人

７
月
１
日
ω

～
８
月

３‐
日

佃
（土

・
日
を
除
＜
）

先
着
３３
人

３
８
、
０
０
０
円

（テ
キ
ス
ト

代
を
含
お
）

申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み
、
受

講
料
を
持
参
し
て
＜
だ
さ
い
。

浜
日
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
レ
ツ
ジ

（な
②
７
１
３
０
、
□
②
７
１
４

５
）

□日しさ

り
ま
す
ジヽ

^ア
aク
④‐ア
3ス
9か
oら
0
V

簿

□日只

西都情報4じ起ンターだより

< 7 円  パ ソコン研修>

○絵てがみ風暑中見舞い作成(初級者)・…①

午前 9時 ～正午

テキスト代 800円

○エクセルで作る文章作成(初級者)……・②

19日肉～21国内

午後 1時 30分～ 4時 30分

日 テキスト岱 800円
O画像加工とパソコンの基礎知識 (中級者)…③
12日肉～14日困

午後 1時39分～4時 30分

テキスト代 800円

優〕各12人
申込締切ヨ 6月 20日∩

ゆつくり進むパソコン教桑…④
5日側 パ ソコン入門………………・A

12日側 暑 中見舞い…… …… … …B

19日側 ワ ードで案内状……… … C

26日側 イ ンターネット…………D

はじめてのパソコン数塁……⑤
※ 初 心者対象|こ④の研修と同時|こ研修

準備室でサポーターが個別|こ対応します。

時間 ④ 一⑤いずれも午前 90寺～正午

テキスト代 300円

申込締切日 6月 20日∩

講師 「シェアネットはまだ」

事務局 佐々本清子さん

(a② 3763夜 間)

<:Tわ いわいサロン>
パソコン|こ関するわからないことを何でもご

相談<だ さい。詳孫日はホームベ
ージ|こて。

http://www.grOup Fwami or jp/mchamada/

毎週土躍日(ただし第 4土 躍日除<)

午後 1時～ 3時 まで随時受け付け

いわみ―る4階  研 修準備室

圃 無料

担当 「MC浜 日」「ンェアネットはまだ」

いわみ一る4階  パ ソコン研修室

申込方法 :研修名 (①～④A―D)。 住

所・氏名・電話番暑を明記して、ホー

ムページか往復ほがきでお申し込み

<だ さい。

県立西部情報化センター

〒6970016 野 原町18261

いわみ一る4階 (a④ 9346)

hitpi//www joho shimane.or.lp/cc/Seibu/

日□

広報はまだ :平成17年 6月 1日 暑 瞳)=日0寺鬱〕
=場所 唾)=定員 囲)=料金 匝〕

・申込先 値)=応募先 値)=間い合わせ先



６
月
の
城
山
学
級

対
象
　
市
内
在
住
６０
歳
以
上

１
日
　
園
芸
教
室

２
、
３
日
　
陶
芸
教
室

７
日
　
ち
ぎ
り
絵
教
室

８
日
　
立臼
楽
教
室

９
、
‐６
日
　
舞
踊
教
室

１０
日
　
圭
白道
教
室

２８
日
　

『城
山
大
学
』

演
題

　

「
畳
ヶ
浦
の
成
因
の
諸
説
」

講
師
　
ス乗
日
龍
三
さ
ん

（島
根
県
地

学
会
会
長
）

時
間
　
城
山
大
学
、
音
楽
は
１０
時
か

ら
、
舞
踊
は
９
時
４０
分
か
ら

そ
の
他
は
、
９
時
３０
分
か
ら

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

□

市
社
会
福
祉
協
議
会

公

②
０
０
９
４
）

石
見
　
　
　
諜
セ
ン
タ
ー

一
斉
相
談
会

６
月
１０
日
⑥

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

□

浜
日
公
民
館

無
料

（継
続
の
場
合
、
３
□
目

か
ら
５
、
０
０
０
円
）

弁
護
±
　
４
人

（予
定
）

相
談
時
間
　
４０
分
以
内

予
約
方
法
　
事
前
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
＜
だ
さ
い
。

公

②
４
５
１
４
）

税
務

受
験
資
格

昭
和
６０
年
４
月
２
日
～
昭
和
６３
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

受
験
申
込
期
間

６
月
２‐
日
四
～
６
月
郷
日
肉
ま
で

（６
月
郷
日
側
消
印
有
効
）

第
１
次
試
験

試
験
日
　
９
月
４
日
０

試
験
地
　
松
江
市

試
験
科
目
　
教
養
試
験

・
適
性
試

験

・
作
文
試
験

（試
験
の
程
度

は
高
校
卒
業
程
度
）

○
第

一
次
試
験
合
格
発
表

１０
月
７
日
⑥
　
　
　
　
　
　
ヽ

試
験
研
修
係

（〒
７
３
０

‐
８
５

２
１
　
　
　
　
　
区
上
八
丁
堀
６
１

３０
ａ
０
８
２

‐
２
２
１

１
９
２
１

１
、
内
線
３
７
４
３
）
、
浜
日
税
務

署国
税
庁
　
丁
■
マ
ミ
重
〓
許
伊
塔
・

」
０

6月 分側溝消毒予定日

日 曜 日 町内など

1

2

3

6

7

8

9

10

13

1 4

15

16

17

20

21

22

(23

24

27

28

29

30

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

本

金

水

本

月

火

金

周

火

水

本

相生町 1～ 3

相生町 8、 4、 竹迫町

杉戸町、笠柄町

熱日町 6、 8ん lo

小福井団地、〉夕入団地

石原圃地、内日町

長浜町 1～ 8

日脚町 8、 大久保団地、周布町

治和町 2、 3、 5、 津摩町、陽光台

国分8」唐鐘 1～ 9

国分町 1～ 3、 唐鐘10、11、

下府町 4～ 6、 8

下府町 1～ 3、 伊官

上府町三宅、外ノ浦町、

松原町 1～ 3、 6

極原町 4、 5、 7、 殿町 1、 6～ 8

殿町 2～ 5、 日町 2～ 5

日町、琵琶町、

朝日町 1～ 6、 9、 10

朝日町 1～ 4、 6～ 8、 牛市町、

紺屋町 2～ 5

紺屋町く天満町、新町、錦町

蛭子町、栄町、片庭町

港8」1～ 4

京町、高日町、清水町、真光町

原町ぐ瀬戸見町、元浜町

(環境課)

ほ

っ
し
―
タ
ワ
ー
の
電
畑
を
消

し
、
２
、
０
０
０
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル

で
会
場
を
美
し
＜
彩
り
、
電
気
を
使

わ
な
い
楽
器
や
歌
に
よ
る
市
民
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。　
一
緒
区
ゆ
っ

た
り
と
し
た
ダ
ベ
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
６
月
２‐
日
側
　
午
後
７
時
～
９

時
石
見
海
浜
公
園
内
は
っ
し
―
タ

ワ
ー
（室
内
会
場
は
マ
リ
ン
ハ
ウ

ス
）

日

無
料
実
行
委
員
会
　
士
□
日
友
香
さ
ん

（
ａ
０
９
０

ｉ
３
了
４
３

‐
０
８

１
６
）

口
‐
ヨ
い
一
一
いＯ
Ｏ
Ｄ
α
一①
　
工
∞
ヨ
Φ
α
Φ

すＯ
古ヨ
∞
一
〓
〇
〇
ヨ

す
キ
一
ｏ
【＼
＼
〓
〓
〓
・
∞
①
Ｏ
〇
一付
↓Ｏ
の
・　
」０
＼

〇
∞
⊃
α
一①
丁
∞
ヨ
ｏ
α
Φ
＼

高
齢
者
囲
碁
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
初
め
て
の
人
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
お
申
し
込
み
＜
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
在
住
の
６０
歳
以
上

６
月
勢
日
肉

受
付
　
午
前
９
時
　
開
催
　
午
前

９
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

⌒田
）
４８
人

（

５
０
０
円

※
　
６
月
６
日
月
か
ら
電
話

・
来
所

で
受
け
付
け
ま
す
。

※
　
当
国
の
代
理
出
席
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
＜
だ
さ
い
。

（
容
②
０
０
９
４
）

広報|ままだ :平成17年6月 1日暑



学
校
公
開

・
教
育
相
談

浜
日
ろ
う
学
校
で
は
、
各
学
部
の

授
業
を
公
開
し
ま
す
。
幼
児
他
力菫
・

生
徒
た
ち
が
国
ご
ろ
学
習
し
て
い
る

様
子
を
ぜ
ひ
ご
覧
＜
だ
さ
い
。

ま
た
、
聞
こ
え
や
こ
と
ば
に
関
す

る
相
談
や
検
査
も
行
い
ま
す
の
で
利

用
し
て
＜
だ
さ
い
。

公
開
授
業
　
幼
稚
部

・
小
学
部

・
中

高
部
６
月
１３
日
側
～
１６
国
内
　
午
前

９
時
４５
分
～
‐１
時
４０
分

※
　
来
校

・
相
談
の
際
ほ
ほ
電
話
ま

濃ぢ量藝曇 庫園…鍛審イ週

鶴  6月 4日 働 上 映開始 午 後 1時 ・4時 ・7時

石央文化小―ル大ホール

大入     1,200円

小 。中 ・高校生 800円

小学生以下   無 料

当日のみスタンマリンプ満点
一
冊で入場できます。

マリンスタンプ事務局 (a② 0004)

石央文化ホール (a② 2100)

※
圃

を
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
知
ら
せ
＜
だ
さ
い
。

浜
日
ろ
う
学
校
　
小
倉
さ
ん

（ａ
④
０
１
４
６
、
□
④
２
０
６

３
）

地
域
公
演
人
形
劇

《
か
く
れ
ん
ぼ

し
て
い
る
の
だ
あ

れ
》
対
象

２
～
４
歳

６
月
１９
日
０
　
午
前
１０
時
３０
分

田

子
育
て
支
援
セ
ツ
タ
ー

小
学
生
以
上
　
　
５
０
０
円

《
う
み
は
ぶ
く
ぶ
く
》

対
象
　
幼
児
～
小
学
生
低
学
年

〔幽
芯
翻

６
月
２０
日
側
　
午
前
１０
時

～
周
布
公
民
館

６
月
劉
日
側
　
午
前
１０
時
～

国
府
公
民
館

大
入
　
　
　
１
、
０
０
０
円

３
歳
以
上
　
　
　
５
０
０
円

※
　
参
加
費
ほ
会
場
底
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

実
行
委
員
会
事
務
局
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
あ
や
こ
劇
場
浜
日

・
那
賀
セ

ン
タ
ー

（公

・
□
①
６
３
９
６
）

香
典
返
し

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽

津
摩
町
　
蔵
地
登
美
子
　
▽
長
沢

町
　
新
井
勝
子
　
▽
殿
町
　
山
崎

勝
　
▽
黒
川
町
　
竹
□
孝

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
朝

日
町
　
正
連
山
博
　
▽
久
代
町

椿
民
江
　
▽
日
橋
町
　
藤
井
達
美

▽
原
町
　
山石
不
ヒ
デ
子
　
▽
笠
柄

町
　
引
地

一
枝
　
▽
相
生
町
　
色
小

日
登
志
子
　
▽
西
村
町
　
小
寺
米

子
　
▽
浅
井
町
　
伊
津
英
雄
　
▽

錦
町
　
日
中
正
孝
　
▽
長
沢
町

岸
日
喜
子
　
▽
横
山
町
　
村
尾
俊

男
　
▽
折
居
町
　
西
川
明
男
　
▽

租
原
町
　
半
場
寿
昭

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
唐
鐘
＝
▽

国
分
町
　
士
□
日
博
惑
　
○
唐
鐘
９

＝
▽
国
分
町
　
吉
日
博
惑
　
○
唐

鐘
＝
▽
国
分
町
　
色
小日
軍

一　

〇

唐
鐘
６
＝
▽
国
分
町
　
色
小日
軍

一

〇
相
生
４
＝
▽
相
生
町
　
色
小日
登

志
子
　
○
浅
井
１
＝
▽
浅
井
町

伊
津
英
雄
　
○
長
浜
５
＝
▽
長
浜

町
　
紙
谷
文
子
　
○
熱
田
１

‐
１

＝
▽
熟
日
町
　
佐
々
本
昇
　
西
村
１

＝
▽
西
村
町
　
小
寺
米
子
　
○
田
橋

中
＝
▽
田
橋
町
　
藤
井
達
美
　
○
津

摩
＝
▽
津
摩
町
　
賀
戸

一
代

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町
　
士
□
日
博
悪
　
○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町
　
色
小日
軍

一　

〇
黒
川
１
１
１

川
▽
黒
川
町
　
竹
□
喜
　
○
浅
井
＝

▽
洩
井
町
　
伊
津
英
雄
　
○
長
浜
＝

▽
熱
日
町
　
瀬
戸
日
令
子
　
○
殿
町

８
１１
▽
長
沢
町
　
砥
下
博
子

◎
福
井
地
区
自
治
連
絡
協
議
会
ヘ

▽
熱
日
町
　
佐
々
木
昇

◎
長
浜
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

▽
長
浜
町
　
日
原
稿
三

◎
図
書
館
建
設
基
金
へ
　
▽
殿
町

山
崎
勝

◎
た
ん
ぽ
ぽ
の
里
へ
　
▽
朝
日
町

正
連
山
博

◎
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
浜
田
ヘ

▽
長
沢
町
　
低
下
博
子

◎
夕
陽
ヶ
丘
へ
　
▽
相
生
町
　
色
小日

米呈
士ｂ
ヱ丁

◎
市
文
化
協
会
へ
　
▽
殿
町
　
山
崎

勝∩
圏
∪

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
砥
原

町
　
大
爾
忠
軌
　
▽
ン
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同

好
会
◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
周
布
１
＝

▽
同
布
町
　
日
原
重
穂
　
○
国
分

日
▽
国
分
町
　
上
部
朱
美

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
国
府
＝
▽

下
府
町
　
一二
浦
惇
子

◎
デ
イ
ケ
ア
沖
回
へ
　
▽
浅
井
町

伊
津
英
雄

◎
さ
ざ
ん
か
へ
　
▽
浅
井
町
　
伊

津
英
雄
　
▽
下
有
福
町
　
大
崎
吉

則◎
働
あ
お
ぞ
ら
へ
　
▽
洩
井
町

伊
津
英
雄

◎
市
内
小
中
学
校

・
幼
稚
園
ヘ

▽
Ｊ
Ａ
い
わ
み
中
央
女
性
部
浜
日

▽
ブ
ル
ー
ク
ラ
ブ

◎
市
郷
土
資
料
館
へ
　
▽
殿
町

大
庭
千
里
　
▽
京
町
　
本
村
典
昭

▽
熱
日
町
　
森
脇
ヨ
ン
ヱ
　
▽
蛭

子
町
　
干
代
延
茂
　
▽
黒
川
町

佐
々
日
ト
メ
ヨ

◎
夕
陽
ヶ
丘
へ
　
▽
港
町
　
平
野

英
夫

訂 正

「広報はまだ」 5月

15日暑|こおしヽて次のと

おり誤りと追力Bがあり

ましたので訂正してお

記びします。

【訂正】

OP6平 成17年度白

動車税の納期限は 5月

31日です。

誤 :らず能期限こ納税

しましょう。

正 :必ず納期限に納税

しましょう。

OPllど ろんこバレー

ボール

誤 :2,000円

正 : 3,000円

OP12第 52回るるさと

歴史紀行 9行 日

誤 木 束支所

正 杵 束支所

【追加】

○島根女子短期大学公

開講座の受講3寺間

午後 7時 ～ 9時

広報はまだ :平成 17年 6月 1日 暑 !副
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みんなでつくるうどあれしん源回。
～交通毒全総点検ダイジェスト② 市衝地(西卸)～ どの場所が危険なの ?

過去5年間の事故発生状況や、市民アンケートの
結果によると、事故多発箇所や、 ヒヤリハットする
箇所は、今宮トンネルから国道 9号線 優F便局方面)
への直線部分の4か所に集中しています。

危険なわけ

全体的に車のスピードが速く、交差点の見通しが
悪いことや歩行者側もこの危険箇所を無理な乱横断
していることが事
故の要因となっています。

飼をつけよう J

車の運転をする人は、スピードを控えめにし、交
差点では左右をよく確認し、一旦停止規制を守りま
しょう。
歩行者は、事故の多い箇所であることを認識し、
無理な横断をしないでください。

あなたがあStない !腐 の東差点

写真の今宮トンネル出日付近交差点は市街地の中
で危険度が高い交差点の一つです。通行には十分に
注意しましょう !

市では、交通安全総点検やアンケー トの結果を踏

まえ、このような危険箇所に対して交通安全対策を

行く予定です。

交通安全総点検のくわしい模様などは浜田市ホ
ー

ムベージでも掲載しておりますのでご覧ください。

(建設整備課)

谷

・交差点の見通しが悪い
"車のスピードが速い 1
・歩行者の飛び出し,舌L横断がある1

・交差点の見通しが悪い
う車のスピードが速い 1

・交差点の見通じが悪い
・車のスピードが速い 1

・交差点の見通しが悪い
。歩行者の飛び出し・乱横断がある!

浜田大橋北交差点

今宮トンネル

栄町回―タリー

歩行者の飛び出し靖し横断

路上駐車が多い

車のスピードが速い

〇 見通しが悪い

車の出入りが多い
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くらしのサ中ビスがイ ド
○火災のテレホンサービス (a④ 4343)        ① こころの健康相談 6月 6日個ン13時30分～15時30分/浜

○子どもと家庭電話相談室(ao120-258-641)   日 保健所健康増進グループ (片庭町、a④ 5550)へ 電

○休日応急診療 日 躍日・祝日/108寺～16時/市役所地階 休   話 で申し込みをしてから。

日応急診療所           i          O青 少年サポートはまだ ao120-783-419/月

○行政 B人権相談 水 曜日/108寺～15時/市役所 2階 201会議   ～ 土曜日 (祝日ほ休み)/10時 ～18時

室                           o高 齢者 ,障害者相談 ※ 相談は無料

○消費生活相談 月 ～金躍日/環境課             相 談日 月 ～金躍日 9時 ～16時 (祝日|よ休み)

○総合相談 月 躍日/108寺～158寺/総合福祉センター (野原町   専 門相談(要予約)法 律相談(弁護士)・司法相談(司法書士)・

859-1、な② 0068)                             , 年 金相談(テレビ電話相談)

○法律相談 金 躍日/108寺～168寺/石見法律相談センタT     県 高齢者,障害者総合相談センター。石見分室(いわみ―る2階)

(市役所日町分室内、a② 4514)             ン ルバー110番 (a④ 9337)

※ 要 予約                          障 害者110番 (a④ 9338、 囲② 9339)

○交通事故相談所開設日 火 ・水 ・金躍日および6日 ・13日  ※  手 話通訳 ・要約筆記のは要な人はFAXなどで連絡

/9時 ～160寺ん わヽみ一る2階                o外 国人に関する無料法律相談

※ 弁 護士|こよる無料相談 (要予約)第 3水躍日/138寺15分～   第 4水躍日/138寺～16時/しまね国際センター西部支所

14時45分/予約・連絡先 (浜圏支所a④ 9342・ 松江本所   (熱 日町21352浜 日ポートセンター内、a② 7456)

a・ 囲 0852② 5102・ 6509)          ※  要 予約

※ T般 相談もあります。(周～金曜日 9時 ～178寺)

広報はまだ :平成 17年 6月 1日 暑  18


